
玉
虫
色
の
報
告
は
中
電
と
同
調

９
月
25
日
碧
南
市
議
会
協
議
会
で

「資
源
循
環
事
業

等
の
検
討
に
関
す
る
連
携
協
定
に
基
づ
く
検
討
結
果
」

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
前
禰
冝
田
市
長
が
、
２
０
２
３
年
６
月

２
日
に
、
市
民
に
も
議
会
に
も
内
緒
で
、
事
後
報
告
の

形
で
締
結
し
た
も
の
で
す
。

碧
南
市
と
中
部
電
力
株
式
会
社
の
ま
と
め
文
章
は
43

ペ
ー
ジ
す
べ
て
が
、
中
電
の
提
案

「
一
般
廃
棄
物
の
民

間
委
託
を
礼
賛
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
持
ち
上
げ
。
ご

み
減
量
に
対
し
て
産
廃
を
集
め
て
焼
却
量
を
確
保
」
な

ど
中
電
Ｐ
Ｒ
を
、
無
批
判
に
取
り
込
ん
だ
も
の
で
す
。

廃
掃
法
違
反
、

一
般
ご
み
と
産
廃
混
焼

一
般
廃
棄
物
、
産
業
廃
棄
物
の
処
理
業
務
に
関
わ
る

人
が
守
る
べ
き
法
律
が
、
廃
掃
法

（廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
）
で
す
。

そ
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は

●
産
業
廃
棄
物
と

一
般
廃
棄
物
は
分
別
し
て
処
理
す
る

●
産
業
廃
棄
物
は
排
出
事
業
者
が
処
理
す
る
必
要
が
あ

る
●
自
ら
処
理
で
き
な
い
場
合
は
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者

に
委
託
す
る

●
廃
棄
物
が
回
収
さ
れ
て
も
最
終
処
分
完
了
ま
で
排
出

事
業
者
に
責
任
が
あ
る

●
廃
掃
法
に
違
反
す
る
と
罰
則
を
受
け
る

行
政
が
、
中
電
と
と
も
に
こ
の
よ
う
な
法
律
違
反
を

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

２
０
５
０
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
を
本
気
で

中
電
の
、
産
廃
焼
却
場
は
、
２
０
０
ｔ
／
日
の
計
画

で
す
。
衣
浦
衛
生
組
合
で
は
１
１
０
ｔ
／
日
に
縮
小
し

た
計
画
に
し
ま
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
を
掲
げ
な
が
ら

約
２
倍
の
焼
却
場
を
市
が
進
め
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

猛
暑
、
豪
雨
、
農
産
物
の
日
照
り
被
害
に
苦
し
む
人

た
ち
に
背
を
向
け
、
気
候
危
機
打
開
を
願
う
世
論
に
逆

行
す
る
碧
南
市
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

企
業
代
表
議
員
の
醜
態

議
会
協
議
会
は
、
議
長
の
石
川
輝
彦
議
員
が
会
長
で

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
日
本
共
産
党
山
口
は
る
み

議
員
の
質
問
に
、
こ
と
ご
と
く
口
を
は
さ
み
妨
害
す
る

し
ま
つ
。
ア
イ
シ
ン
出
身
議
員
と
し
て
産
廃
物
で
も
出

す
た
め
の
、
企
業
代
弁
な
の
で
し
ょ
う
か
。

見
苦
し
い
限
り
で
す
。
ご
自
身
も
子
ど
も
や
孫
を
持

つ
身
。
若
者
の
未
来
や
、
環
境
ご
み
問
題
を
、
お
金
や

企
業
利
益
優
先
で
進
め
て
い
い
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

中
電
焼
却
場
、
白
紙
撤
回
ま
で
あ
と

一
歩

《
表
》
の
よ
う
に
、
中
電
の
廃
棄
物
焼
却
場
は
問
題

だ
ら
け
。
市
も
明
確
に
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
こ
た
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
現
在
、
人
類
最
大
の
気
候
危
機
打
開
に
、

市
民
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
若
者
裁
判
も
始
ま
り

ま
す
。
資
本
主
義
の
究
極
の
矛
盾
と
欠
陥
。
地
球
や
人

の
未
来
も
企
業
利
益
最
優
先
を
変
え
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

推
進
者
は
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
あ
と

一
歩
で
す
。

中部電力との密約＝産業廃棄物焼却場は白紙撤回に
石川輝彦議長が発言妨害 あなたは未来に責任持てるのか
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公
設
で
ご
み
焼
却
場
を
設
置

●国の交付金を受けられる。

建設。旧施設の解体費用にも。

●市民とともに行政がごみ減

量、排出抑制を施策として推

進できる。

●現在の職員の雇用を守れる

●発電、余熱利用で市民に還

元できる。

●プール、浴場を継続できる。

●公設への大きな信頼。

●気候危機打開に、中電に堂々

と物言える。

中
電
の
産
業
廃
棄
物
焼
却
場
へ
一
般
ご
み
を
委
託

●建設費の負担を求められる。

●場所の確保を求められる。

●国交付金は出ない。

●委託料は中電の意のまま。

●災害・事故で焼却場が廃休

止になると、対応できない。

●法律違反

●一般ごみと産廃の混合で責

任や罰則が不明確に。

●業者の利益最優先

●ごみ減量が、利益減につな

がりごみ減量に逆行。

●環境行政、ごみ行政も中電

に頭があがらなくなる。

●中電、ＪＥＲＡは気候危機

打開第一に取り組みべき。

●近隣自治体との連携を阻害

●津波地震などの共同処理に

自治体として役割をはたせな

い。

●バイオ発電で生ごみごちゃ

まぜを市民に強要。

●産廃焼却場を碧南市に誘致。

●200t/日の大量焼却場に。

ごみ焼却場比較

裏金、政務活動費が問題になっているとき
公明党が政務活動費の引上げを
９月26日の議会運営委員会で令和７年度の議会予

算が論議されました。

公明党加藤厚雄議員は、政務活動費の二期値上げ

を要求。現在198,000円の年額を２４万円に42,000

円引上げ要求。22人では924,000円の引上げを12月

議会に提案すると、日本共産党以外の委員が同調し

て決めました。東部プラザの石鹸設置に反対した議

員たち。創価学会や公明党支持者は、くらしの大変

な方々が多いはず。これで弱者のくらしを守れるで

しょうか。国も地方も国民のくらしの痛みを忘れた

姿にあきれ、心底怒りに思います。



若
者
の
未
来
し
め
せ
な
い

政
治
変
え
よ
う

自
民
党
総
裁
選
と
立
憲
民
主
党
の
代
表
選
挙
の
結
果

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
は
、
平
和
憲
法
を
改
悪
し
、
ア

メ
リ
カ
と
の
軍
事
同
盟
の
も
と
で
軍
事
費
２
倍
化
、
「戦

争
法
」
の
も
と
地
球
の
裏
側
ま
で
、
日
本
の
若
者
を
ア

メ
リ
カ
兵
と
と
も
に
戦
争
に
駆
り
出
す
、
殺
傷
平
気
の

輸
出
な
ど

「戦
争
す
る
日
本
」
に
向
け
た
危
険
な
政
治

で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
平
和
の
最
大
の
危
機
に
対
し
て
１

０
２
年
前
か
ら
、
反
戦
平
和
と
自
由
や
民
主
主
義
、
人

権
を
守
る
た
め
に
命
を
か
け
て
来
た
政
党
と
し
て
、
来

る
総
選
挙
で
は
全
選
挙
区
で
独
自
候
補
を
掲
げ
て
闘
い

ま
す
。

自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ

た
い
。
国
民
の
大
闘
争
に

国
民
の
中
に
は
、
自
民
党
政
治
に
も
う
ダ
メ
。
変
え

な
き
ゃ
と
思
っ
て
い
る
方
が
多
く
い
ま
す
。
こ
う
し
た

み
な
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
、
未
来
社
会
を
切
り
開
く
国

民
闘
争
と
し
て
総
選
挙
を
闘
い
ま
す
。

愛
知
で
は
、
共
闘
は

１
，
３
，
10
区
の
み

全
国
で
小
選
挙
区
を
擁
立
し
、
愛
知
県
で
は
１
，
３
，

10
区
の
み
共
闘
し
ま
す
が
。
他
は
独
自
候
補
。

西
三
河
で
は
11
区

（豊
田
、
み
よ
し
）
は
植
田
和

男
氏
、
12
区

（岡
崎
、
西
尾
）
は
関
久

一
氏

（次
回
発

表
）
13
区

（碧
南
、
高
浜
、
安
城
、
刈
谷
、
知
立
）
は

牛
田
清
博
氏
が
決
ま
り
ま
し
た
。

賃
上
げ
と

一
体
に
、

労
働
時
間
短
縮
を

日
本
共
産
党
は

「賃
上
げ
と

一
体
に
、
労
働
時
間

の
短
縮
を

働
く
人
の
自
由
な
時
間
を
拡
大
す
る
た

め
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
題
す
る
政
策
を
発

表
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で

「自
由
時
間
拡
大
の
た
め

の
労
働
時
間
の
短
縮
を
推
進
す
る
法
律
案

（自
由
時

間
拡
大
推
進
法
案
）
」
を
提
唱
し
ま
し
た
。
若
者
を
含

む
労
働
者
か
ら

「自
由
な
時
間
が
ほ
し
い
」
と
の
切

実
な
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
長
期
の
自
民
党
政
治

の
も
と
で
、
労
働
法
制
の
規
制
緩
和
な
ど
が
進
み
、

異
様
な
長
時
間
労
働
を
容
認
す
る
国
に
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
い
ま
こ
の
国
で
本
当
に
人
間
ら
し
く
、
夢
や
希
望

を
持
っ
て
働
き
、
暮
ら
せ
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
を
大
切
に
す
る
働
き
方
こ
そ
が
経
済
発
展
の
道
で
す
。

総
選
挙
で
も
大
き
な
柱
と
し
て
掲
げ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

百
年
後
の
私
た
ち
が

百
年
先
を
つ
く
る

党
創
立
か
ら
１
０
２
年
が
た
っ
た
今
を
生
き
る
私
た

ち
が
気
候
危
機
打
開
、
自
由
な
時
間
や
お
金
の
搾
取
を

改
め
、
人
間
の
権
利
と
幸
せ
を
切
り
開
き
ま
し
ょ
う
。
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大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

10
月
19
日
（土
曜
日
）午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

碧
南
市
東
浦
町
６
ー
17

（日
進
小
学
校
南
）

総
選
挙
で
新
し
い
政
治
に

衆
議
院
比
例
東
海
予
定
候
補

も
と
む
ら
伸
子

す
や
ま
初
美

さあ!!総選挙 憲法改悪、裏金、統一協会 真相解明出来ぬ自民党も

日米体制主軸の立憲も ダメ!!
日本共産党は、西三河全区に小選挙区擁立でがんばります

愛
知
11
区

植
田
和
男

（う
え
だ

・
か
ず
お
）
75
新

名
古
屋
大
学
卒
。
日
本
共
産
党
愛
知
県

常
任
委
員
。
党
県
名
誉
役
員
。

愛
知
13
区

牛
田
清
博

（う
し
た

・
き
よ
ひ
ろ
）
66
新

愛
知
学
院
大
学
卒
。
刈
谷
市
議
１
期
。

日
本
共
産
党
西
三
河
地
区
委
員
。

13
区
政
策
委
員
長


